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KHF対策委員会

Introduction

Committee　of　Prevention　of　KI｛F　Epidemics

　　　　　Since　1976，　a　nephropathic，　hemorrhagic，　febrile　disease　caused　by　viruses　has　been　spreading

among　the　staffs　working　in　laboratories　of　animal　experiments　in　various　institutions　in　Japan．

This　disease　has　been　identi且ed　as　the　epidemic　hemorrhagic　fever，　the　same　disease　that　was

observed．among　soldiers　in　Japanese　military　forces　in　the　are．a　of　Northern　Manchuria　about　several

decades　ago　and　also　among　personnel　in　the　forces　of　the　United　Nations　stationed　in　Korea，　main－

ly　in　the　area　near　the　38b　para11el　about　thirty　years　ago．．　In　Korea，　it　was　designated　as　Korean

Hemorfhagic　Fever（．KHF）and　has　been　studied　by　a　group　under　the　direction　of　Dr．　Ho　Wang

Lee　of　the　Korea　University　Medical　College，　who　succee．ded　in　isolating　the　causative　virus　of　this

disease．

　　　　　The　first　epidemic　of　this　disease　in　Japan　occurred　in　an　urban　district　of　Osaka　City　in　1960．

The　epidemic，　however，　ceased　after　a　short　period　of　time　with　about　60　cases　being　recorded．

Thereafter　no　appearance　of　this　disease　was　observed　again　in　Japan　unti11975．

　　　　　Cases　in　Japan　since　1976　have　occurred　characteristically　in　laboratories　in　which　animals，

especially　rats，　have　been　used　for　experiments、　The　Ministry　of　Education　of　Japan，　therefore，　gave

special　consideration　to　this　matter　and　made　efforts　to　promote　re．search　into　this　disease　by　cre－

ating　the　committe．亀entitled　the　Research　Group　of　KHF　and　Other　Zoonotic　Diseases．　Since　the

number　of　cヨses　of　this　desease　has　gradually　diminished　with　only　2　cases　having　been　reported

throughout　Japan　in　1980．　Therefore，　the　epidemic　was　appeared　to　have　been　suppressed．

　　　　　Thereafter，　however，　at　the　beginning　of　January，1981，0ne　of　the　animal　care－takers　in

Animal　Experiment　Center　in　our　medical　college　was　ho．spitalized　with　a　possible　diagnosis　of

KHF．　Clinical　findings　and　a　serological　examination　for　anti一．KHF　virus．　antibody　co面rmed　the

diagnosis　of　KHF．　The　clinical丘ndings　in　our　patient　were血uch　more　serious　than　those　of　cases

which　had　been　reported　from　other　institutions．，　and　the．　patient　succumbed　after　the　course　of　56

days’hospitalization　in　spite　of　the　strenous　efforts　by　the　staffs　of　College　Hospital．

　　1976年以来，．東北大学，新潟大学，和歌山医科大

学，その他各地の研究機関の実験動物施設で，主とし

て実験．に従事する研究者の間に出血．傾向と腎症状を主

症候．とするウイルス性の熱性症患が流行して多数の患

者が発生したことが報告され，この疾患は約半世紀前

に旧日本陸．軍の満州派遣部隊で多発した熱性疾、患、およ

び約30年前に朝鮮動乱のために北緯38度線附近に駐

留していた国連軍将兵の間で流行したEpidemic

Hemorrhagic　Fever（EHF）と同一．疾患、であることが

わかった．すなわち本症は1938年頃当時の多発地域．の

地名から孫呉熱，黒河熱，虎林熱などとも呼ばれ，1942

年2月，陸軍省医務局の伊吹1｝によって流行性出血熱と

命名されたもので，この疾患についてはその当時すで

に石井ら．1）北野5）及び．北野ら4）笠原ら5｝及び北野6）によっ

て詳細な研究がなされ，こ．れがひとつの独立したウイ

ルス性疾患であり，セスジネズミ（Apodemus　agrarius）
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が媒介動物となっていること，またこのネズミに寄生

するトゲダニ（Laelaps　jettmari　vitzhuln）がベクター

になっているらしいと報告されている．しかしこのダ

ニのベクター説には確実な根拠はない．

　その後1951年韓国の動舌L以来，北緯38度線附近に

駐留していた国連軍将兵の間で流行し，米国陸軍の調

査でも5年間に約2，600名の患者発生を見ており，

Epidemic　Hemorrhagic　Fever（EHF）として報告さ

れている3

　これと類似の疾患としては，ソ連のHemorrhagic

Nephrosonephritisや，その他ソ連に近接している北欧

諸国に報告されているNephropathia　epidemicaなど
がある§『11｝

　韓国では北緯38度線附近に多発したこの疾患を特に

KQrean　Hemorrhagic　Fever（KHF）と名付けて研究

が進められており，高麗大学のLee　et　a1｝2）によって

その病原体が分離され，螢光抗体法を応用した血清学

的診断法が確立された．さきに述べたソ連，スカンジ

ナビア，中国などの出血熱の病原体はKHFの病原体と

抗学的に共通していることを証明している報告もある
13～16）

　KHFの病原ウイルスはApodemus以外の動物を用

いて実験室で植え継いでゆくことに成功しておらず，

Apodemusは実験室での繁殖がむつかしいということ

がこの病原ウイルスの研究や患者の診断の障害になっ

ていたが，最近Lee　et　al｝7｝がこのウイルスをWistar

系やFisher系の実験用ラットに適応させることに成功

したと報告しているので，このウイルスの研究の急速

な進展が期待される．

　日本国内でのこの疾患の流行は，1960年に大阪市梅

田地区の市街地で発生したのが最初のもので，60数名

の発生患者のうち1名の死亡例の剖検結果を含めて田

村ら’8）山村ら’9）によって報告されているがその後わが国

では発生を見なかった．しかし1976年に至って再びこ

の疾患が日本で見られるようになり，今回の流行は各

地の研究機関で主として研究者の間での発生というこ

とが特徴であり，そのため文部省でこの問題を重視し

て，1978年に阪大微研の川俣順一教授を班長とする人

獣共通感染症に関する研究班を組織して本症の調査，

研究を推進させ，感染経路の究明，診断法の確立など

本症の発生防止に努力し，本学でも東北大学，新潟大

学における本症の発生に鑑み，文部省よりの通達の配

布などにより研究者全般に衆知させ，特に実験動物室

職員には注意を喚起してきた．そのためその後わが国

での発生例は次第に減少し，1980年の調査では全国で

2名の患者発生にとどまり，流行はやや終熔した感が

あった．

　しかしながら1981年1月2日，本学中央実験動物施

設に勤務する飼育員の1名が突然高熱を発し，同月5

日本学附属病院第3内科に入院し，主任教授の診断の

結果，本症が疑われたため，直ちに学長に報告し対策

を協議した．

　この患者の．血清は阪大微研の川俣教授を介して高麗

大学の李教授の研究室に送付され，KHFウイルス抗体

測定の結果，高単位の抗体価を示したとの報告を受け

ており，診断は確実であるが，他機関での発生症例に

比して著しく重症であり，臨床の各専門領域で治療に

万全を尽したがその甲斐なく，不幸にして本年2月25

日鬼籍に入った．　　　　　㌦

　KHF対策委員会はこの死亡例を含めて本学における

この疾患の発生について，経過の概要，臨床，病理，

流行調査成績を各委員が分担して報告する．
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